
278 ェ 裳 火 JJG b 金 tB 耶 17を 節 131

菅素 の 多 量 生 産 に 就 て
(仰 角 3】年 B月 2H l 乏rt)

叉 木 武 一

(帝EE火工晶IJl名工41)

= ≡罰 ij

=宇思せ′こ使用∈7Lる裁捷発とlて(∫景近 ｡DNT.

P･やニ トt7~yニッI噂があるりhとも,大詔1分は懲

fL･がらの17虎と~i･'化jaが 多,.､｡刀l在耽Egで批 =.yL
て居るgTLqも捜て河鹿で,且邦の群数 ま絹子RvトJt,

I/l･使用する細 頴的表法J=2拡大 しJこものt:出世IT,
鮎 赦十年間 同一払 方thJl,狩川して居て,河畔著し
い通*が行はt､て居 ない｡然し121ti芦コ二男は恥 丘に
至り急速亡監事が行.ih所謂*-= ･シ,ンの時ft

･=11つて毛てE･さ,牡の問!=あって雌 ･′!./,:肋

てあるとの現由から.旧馳 俗1ころ方法を1TfJrlLでE-

･=ホ ま許され-_'･,適当T_肪事方法7.･･行-zf.丘睦美
(>克陛モ衷逼/J可能であって,EE.二虫害では訂虎.I)連投

現丑JJ矢用化∈ilて居,-J或てあIIJ.現在我El=放て-

見舞IJ:こすA(の迎疑尿道::移る事.2相 てあIIJか(.H

取 二稚告し 二̀言戒の崇造様PTr(= 火 ･23pIC7)並
て 火 己l･p23<).-E事実tして.現在安田で使用モ

)1て昏る官乗取包装ZEで諾東の31牧生起藍 Ẑ併記し,
欄 馳生蘇-の足がかr),'2相る林とLT二.

招gF虎屯丑の主席軒であ,-J永軌 ま.生産瑞が包めて

Pく改妊罷事jLの約.0%しか済す事がBl楽で,大部分

Lュ外』から絶入∈ltて居 ろ｡払 こ市況衣芯時.こ生･Tる
曜Tn並に薮権限巾トら水盛劉n)収して群生する恥 1,

九鬼奨此X -田火生血勢の汲少と云つTJrからBiめて
1LW J市である,従ってLq収畑 L:inする研究1-riLBめ

･こ_弛 =之,-2使用して製造したTg双 =放て&討ろ･待つ

1Ⅰ 従来の製造法

書式工兵於.二世東を玉葱する租告Z=は.尤づiAEE6c

m･の琉儀5･7kgE=太良 6OCHJを17,Afして所帯永形の汀,

漉Jl作り,之i･千iH 7kgのTノン,-JtH>スト･二的

1刀 立入の溝子8ZントJLr二法加して反応 を行､こせ

も は石 こして使用する大望は我兵t=舟 する触 前

項Qの杓 l宙が.火工晶'=使ほれて居ろ.者孟永劫は約

3日'gI/･m の7h-ン1に入hてあるが,貞面は空朱と

紬 }て居るのて正良等のEzの細かとものでdjaして
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不振軌を除去ナIt.i.fZ白色の投打･.増 が巧こ.吹
iZZを 丘00 g宛野Btして講蒙の中 二入爪 るe 驚 二伸普し

7こ如く･硝厳のitL(が恥,場合』.･こ故用最が多,.増 分
'=ほ研究批 時の反応出勤 囁 くなって出軒 二78次の

純理が空 くならので,読解は光づ 5cckg?川 の6mi

gン) (不脚 か)i:抗入し,充分.こ捷辞 し-.均-T_.

漆産の鞭にLT=伐比正刑を入tlて比双を顔弓冠し.硝解

汝あさくblク･'!:ZJる捕'=取払するr強度の決F ･こ拭積
は 5-10立入の壬付溺71顎 二5 kg蒐7JIJ兜の摘
軌 =水朝 丘00g･'t入Itると水i!Li.I., h=ーて輔転水軌 ン'
出諮る[川 とも,q雌 がig気 =あるか:,責転化顎戎瓦
斯が鬼生して液は地祇 色こ!.る 頚泉水白の丑&,I,鳩

いと･吉元茨迄のtl一姑が違 く･Jつて好虎苧 二畑 ･,LB

丘左入する.BL-対.二品LaJ,･茄いユズだ･,鼓 ･Jつて

出采1二g!兼の抑JEが下,-J｡故,二二:'Cの*･.･空っ･こ水
fl中に税農水鎖の正人 つ･こ絹子涙J;一入ハー=,13二郎 己

或窄珪･-宅瓜BZこt_-つ◆こしここ-C 苧環水怒 iiz-;,･住用
する.掩って冬相.二二三九丘す,-A35つも,-A,_JCl_
於･†る比の所称水尭l桁Z7kAの比丘 !約 )､7でLb-J.次に

丁ル'~ル は王ナ -̂T'ルコ-,Ji収 用十二が,兎エチ

ルナルコー ･̂では1_-くて田JR曳這ti･.二童-yろ花収 Il
漂潤してE3られる71広志磁をも日 鋼加-･こ三陸- ･̂･,
-ルか使用これ勺｡伽 派S･茄応十,-.勧告:=pi7ー 90
oCu)LLnで議削 =〉'/t体･>神都榊 針∴ 使用サ-..O)で,
群発湿稚 さニナ,～-ルコ-〟_-Lタ̀_｢.t.大蒜分で

ある.従って9.也~ノレロール中の不物 .ま転 こ性かで

ある.然し丁一日 y埠の僻沸JF化lJL御 領 入す,I,こ,
田虎批 のtiJ必中泡立･'が激しく'.つて出来･こTW o)

紺 が下るのて,不粍鞄持E=牡沸ボ化告知 ･･混入 で
はいけTJ.'い ｡

次Z=約100立入のnT･f!･/トシト二光づ一･" -〟

･'Z洗入する｡TJ- - ･̂のq-'.臥 ･と王応星空･.1ヒ井

して出来T=℡訳の肌 t下ろのて.必ず一芸Jt, kg

を助の#ZSに入Ilて井の且をEi32し･二技 こVl,_ト円

に捷加する｡T ･̂--ルの且 上読安上り少し伊多くて

も反応!:は余り蛸 が如 ･けれどLi" 多売ざると℡R

義足時の圧瓜連LEが遅 くなって出宗･二雷虎苧二次L:〟



fT;湘 /} 多 点 5.11ユJこ放 て

浪人す,-JD･/r'レト内の 7'′t･J-A･にT･め川思 しに

20lcの硝厳水il主脚 在を加へると.日照に反妃､が化地

引 1て反応塩酸も次軌 こ上井して行 く｡圧LEM拙 様 3

分を雌 すると回 ['=荒す如 く反紐 皮 土地 :二木 く

なって,lO分撞'=はlナJL･丁ノしっ-p-の軌 778■c i･

出すので反応誠の泡立ち!'包めて放しくTj:つて.L'I

ル Iの高さの8親迄i=も発泡J,r速する｡故に之札 LS

tIの腰帯を蚊月け ると泡が,/IJLI-外･=変れtllて仕Jt

-)ので,】〔0立入の'/トル Iの報告にieCOgtL上の
水銀を供用する事は田見て立ち｡LrT拡ES液のi且&.まLZ

瓜閑始綬iEち1:80'C以上L-Lるのて,丁 ･̂7-～Å

7ルゴーJt-が癌化引 ,Lて出凍る~ん+'tド,77二王i*曳,i

池1-ので,反応軌 土盛J.,'こ点#'て井の恥 土減少して
行 く｡レ･ト/i･ト内の反脚 :こ対す,-J反LtJ,田77tのjE息
との関係を図 1のLl'曲招E:示す｡
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長 尾 特 糾 い>)図 1丘

払母液の耳元は長軸 zIkRであっ .̀:ものが.blrL抑捻妓5

-10分のLi:症,I.t汲しい間.三78点の畝少も大きくて約6k

gJ,=-1･-媒して居る∃JTJlら実施点が多い妙 丑の

瓦斯が発生してvIJt･Iから逮IJて行 く｡比の訴苑し

'こ花押は濃紺鵜の中で冷却∈rLて始終と'A.るので,軸 液,>

成--Jぺ く多絹に縛るあ ;:は耕取ZH tllJ三石rlけ冷却LT

=カがji:しい,反欄 出校:D分iEiくでホ2lLl)日のT′レ

コ ール3COJ‡,-1･加-るが,以坪田fltの広丘械少は位

かて30分枝E=は48kl吉∫こii遥十るが以枝桁と変化なく･i

akLlで柿って居る｡L!8L･,墳鋲の3E如 上放列の43

p〆Z:泣少しで潜る.定に律 :於.†る缶3'ltは触 色の

耗休で誘鼠 丁′レコー/-,T〟ft.r,萌頼土ナル水汲水封土姓専/'f合ん,.

三世確TJ:もので比EEは IOap-IIOである｡

反駄中に衣:1る牡の母済 ま代 .二微官して如くyrlc

近 くI=もjBするので,生成∈iヽ一一濡東の一瓢ま母液 =TY

i解して居るものと1見ほれる｡今90●C以下の各tAZEI:放りる母液 日<gに対するfF索のTr;併tkTz澗空しT

.:指紫が図2である｡
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町''
満の起床がllる;:従って古沢Q)打漁二対十IJri

ASJLも経って行く｡
℡Rを虹するu,E
忘刃鴇横こ3

分ではEgllに点し･
_
如くだ燕の温ま.
土75'Cに1--
.,
那
.
比の温度では1-
I
.T
相当且の田双が母液に行き肝して駅

る
｡ 7
rCl=於Elる常軌?r解熱土市織目{g当り3.3与

である
｡占00gの
畑を収用十ると的
7
20
g
のtz;演が出

刃モるので,
反応30分律'=於けろ紙Jt4.e
k只rf･缶汝の佃

は･I8-
O

72-408kgである｡
従って此のel手刷り=l'(;

耶lて屈る常北の和上33x4C8-135gとf+
石
｡
稚っ

て常況の耽ヰを畑加十,-.あ!=ほ恕砧のiiLE如trる-(

下げて･比の稗こ浴解して屠る吉城/JEll采,-J'ごけ何日
させろ書が･だ番であ,L5日間貯荻/i放粧して℡htJを

充分三二析u己せ●二様の液体!=ieて
.
水讃せせ毘綻LTこ

蜘q
.
itiのてaAであっ･二.
従ってす訳を拙1-

る軌 二'上母液の丑按の狙匹,'zE2,-Jへく下Tて,母派サ
ら放る-く5月の照Rを析出させる事がn上しいけjL

とも
..J
トルT-丑の恢臥出来一二四Rfi･多可二作農工

試内'二段托して空く串.
土仔安上不もIの事,
衣-}甘双LJ

母讃中二余l)長い阻貯讃して置く事
.ェ
出第･二宵JRの分

解･'L･rF過して弘党が低下する串噂与･仰せ考-て,圧応
脱胎か(,
出来
丁_信/Rri･
缶液から分だこせる迄のPW'qz土

的川‡nlllが背通である｡
沈鼓し
'=
領Rの給血'ま母満か

E)
分 付しT二技.メ
ナル7rレンゲ･'(桔′T:那_
して環姓反

応が無くTJる講究分E=水で統計する｡洗排し▲二
田瓜1

水rl1-ど0.7 mtn口の絹を証して市̂(rllQ);'8物J.,除
く
｡

甘地兄掛ま軌･が時にZi木材,硯171
月
,
及砂称が混入し

て居も不があるのて,
水止.托.
ヱ必顎であ,--｡
GRの洗

J任並に_
次地雷戎異丑の唯隅々等-ると,iTgg)田J*

燕地所項時間:ヱ15時1ZE)と見るのが運当である｡
今I

Flの作男を午前8時から千枝,時迄こ巧へ'=茶の間1

時肘の作脚を東ると,作灘亨1'JI.
ま7時村上J=る､

l鮎の官水車泣所誓時ruJ､三15朽rnlであ,-JJJl･-,
結局

1Flの作東.ま､山とT_JJ｡l′
tJL目玉-.今1
水fn/t

d00g使用す
il'王宮淡はエR的二'1･7Cg
別t･るので,L

E141山 で



を枇 し.i-Jと-rl-Lは,現在の/3枚でほV トル1.la岩
に対し日日Ⅰの水止催川魚Ii･600g以J=に増す王的ま困難

であ,-Jか17,疋I二大きなv t′レIiJjE周するか.Vト

Jレナの盟を増加する以外にはJJ法が無い.

71T ℡策の多t生を浅

荘素の℡元勲造反瓜迅磯ri･見ると.泡立ちが政 しい

のはBLl右腹姶扱1CBfl1度で比の時期!:(三池がvHt･t

の高cJ<の蓋う8軸比 並するので.[0コカ二人のVトルト

では るCCg以上の水iPtを佐川する事は酎雅である｡タ宍

し泡立ちほ圧応舶蛤技10hlL･忠犬t=して以錐反応温度

【三上界しても反瓜の開庁からか次那L:泡の月が狭少し

て行(ので,窮 1凶のLf瓜DfZ放伐lCL-15分を鉄過して
から同一/I-JL-トで約2Lu旧の反応与行はせT=｡即ち

LCO立入のvlノント内に17kgのTJl･コ-ルと硝蕨水
史!(碑較 57kg-L水幻 占(氾g)/i,加-て妨 1回の反応

を行はせ,発泡の忠盛胸を過ぎに10-15分枝一二次の方
宅を行くませ一二｡,qJlちA故は 235kgのTルコーJL,と
2OoCの栄転水盟 (1.TB較 285L(g+水封 300g)を加へ

B洪:三'7kgの~ふj-ルと20lcの辞儀水領 (講蕨

57kg+7_tfEt603g)を加へて反応'L･拭行<<せに所,A

弦の場合にZと!ヨ31=77:･r如(妨2[･.1日の肝腎液,-i･監入
Ll=鮒 ::温度は急激E=Tろけれど_Jも.荘ちr二86oC

に連して発泡が朽cii敷しく1Jる｡然し発泡もV トルト
の約 8輔佐の市でて止って溢れ川る取 去無いo反応は

放行し30分萌から温度が_ヒ外し初めるので,35分専i
C45kgの追加TJI-J-JL･,'i･カト ると.反応温風 ま次弟

に下rJ反姑も輯T)にi丘づく｡B牡の場合にも相同-2注

過を辿るけれこも.発泡の鰍まA状よりLE,大L_h がV

トJL小の高岩の約9書目i･世ナ恥 よ無 く反応は充分'二行

はil,-A.,牝の万浜p=宜とて比況にl年以上も実地拭漁を
行,'約 57こkgの評双･-1･馳 し,'二が,非の純度はZ皇て

935-993,C'.'の限 =あって.収率は水男i･ICOT とし

に牧舎 20-1251である｡ ▼t
享はとま
･ILq

3 阿

共の串の5-'.t.L製造鈷fFさを淡1に計 T-｡今ii'ニA法を

玉勺3,cc0回,B改 Ê約2J:0〕("Jt=j=つTこ｡ [回の熟盗作

男を見ると,反が WLi!は雑穀のJl抗では30分である

那,^洗並にBXZ.では45分となって糸勺15分増加する｡
反応以外のipt常並L=洗源作itl=必要な時I批工同一であ

るから.A故並(=B法'こよるILETlのYF-菜時Fqlは 1時間
45分と=考へ川 1良い｡従ってA法若くはBit-五･媒用し

ても1日に4山の事l適は可隈である｡然しlLdt=聡

さ1-1るgr兼の放 土従来の/J法'こ比較してAだ三では約 5
榊 ,B氏では10朋 とlJ.るので粟造量は著しく増加

し,IJjにはv1.ルIl基でA法では-L.320g,B技

では 5,760gの野次が如法出来る｡BL)ち同一Vトル1.

71･使用して生成野沢のfUl･相加させる串が出来る｡I,
tjPt･HILlの耳風 土的2kgであるから,反応終了時E=

放 すろBT執 よ母液並に旭 LTこ同乗孟TL･合せてV トル

ll1五分は,従来の方法では約7kg,A法でぐJgSJ(盟.

tl法で 1L7kgとなるE,沈潜する場合'二は比のv T･JL･

I,母胎及生成珊ヲ妃の金TE流束Ⅰを碇扱うので,B汰で
は少し正過ぎる市とfJ.,-JのでA法が最遠と臥ii'Lる｡

佃^監並にtl鼓で艶出 しT二百双の結晶は輯小さいfAr句

TL流すが.従来のものこ全 く同一形状で之を(iジflして

批 し,'ここ盛雷管のJiは力並I=糧発軍に於て殆ど監熊

が3g的ら壬lTi'かつTこ｡

淵 の続つT二四双は1伽g苑銀子茄(若 くほ伝等蛭の

JJ.盟)に入L,L水{･朗つに技芸を･して水蓄凪 こ貯葺十
る｡比のErl7･加 1基11･UoLとして純度群数を行い合

旅しT=ものを工兵田野のa(料として使用づる｡日製

1cc,【)(泊個のbPJ郡貯fi,枇 すTJ為E=必要な鮒 矧 ま

42kgである｡vtル ト1基では IBlの虹 で720g出

来るので.iEH Eilの作燕では072=く4･A288kg出来

る｡従って IFIL00,∝氾個の工荘IB甘,-LJ･き!造する為t:

必寧fA'y1.ル トの激は3276+2887=114即ち12遊あ
irtl.t良い.(田淵 は粛双78,03と粒黒帯力】旦22%亡

のfil合であるから,甘i次所苛鹿は 42xO 78-3276kg

である)然し併しl多額生流の入江(=俵yLは9基,a

-監rJ.1ら116義で充分である｡

rV 瀬稲液並に水銀の回1枚

懲Rri･製必十,-3臨.最初V トルト内には砧鼓,丁′レ

コール及zk伽が令才lllJ{gありけれとも.反応の終り

には斗分1-d下(J_淑/j'する｡之は庶路'二よって放血が前

くなる為.丁ルつ-八.水効の帯粒子及其の他反応の

鈷紫出来,'=姓軌 託のアルテ.I㍗,硝酸 生テル革が瓦肺

となって議げて斤つT=為である.故てこ之矧 ヱ搬 杭で

冷却21ptて減化し掛軸液とrh,-.｡才兼勲且Ftlvト,I.ト

1基からは平均‡勺Ikgの敷板渦が得られる｡1/トJi･ト

1基'二岨嗣こIl,るTルつ-JLの丑は53kgであるから
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叩
使用TJLヨーJt･に対して的】97.'の拓l穣液が和らILる｡

沢庵液の比双は102で軌矧gi/LJ唄 う ｡

抑 鮪に対し約107.I(HZltで)のオr駅を▲加-て坤和

し,il沢は茄潤してFI法I酔硬yi･作る｡鞍河鑑定75'C
射通で持ちいる7根 面液はN!用肘何丁T-コールの約5
/-.'とTJ.るが.71′レコールの封BJll'=使用さitる｡aZ液

をJ施策姦しに上述の石灰は水鋤与･含んで店FJから回現を

行う｡即ち漣過顎の石灰/i充分に乾放しに接,之fi･鉄

損 ･ ソ7-L=入iヽ てコ ー クスのiil火で推せ f̂行 ノ｡拡甥

石g(3kgに対し7-7六fi約6ky使用Ltt)3時rirlの乾
世で水効 3､カSが和らYLる.7-′,-lkgを12円とす

いは8kgでは96円とTjる.故一一水掛 kgを･Lr'収する為

[=土1-71ft320円が必牢である｡現在畑 1kgの

tFrlli8,303円であるから.乾J.hJf描材の消耗,人件

箕等･-_/考Etしても当然出牧すべ..tであ,-'｡又我只の姿

ii'として水3Zlの生起Btが郎めて抄く大部51̂Z外関から

焦大して搭J-JIR状では当然luHlrt･考へf_けILlSTJ.ち1_

い｡似屯廿･二上って柑らrtTこ水軌 工捨て分析1jqiの持

菜空色圧印.9A.'て.之,'m 料として田架を,載赴十ちとPv

産9るJ.;のものが柑{>士1′こ.

水加の担1町LJj槙としてti_L漣の屯也に.Eる力9.-が一

般■こ行ほれて居るけれども.冗(:筋叫も./)淡としてイ

*y化tdT'-1IT.*刊FflLにもa)t=肝で柵 を行つTこ｡即ち

水EH *ソが神:在してRt,-JN.池内1=之エl)イオン化fii
向の大きT.虎尻4投入すると.投入でtptT_金丸はだr解

して水鎚が析出-rる｡今 †十y化幌向の大きT.金LEと

24
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設

け,別
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卿

?
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A
.
i
.1

脚
脚

岬

5
1
畑

.4
-2

畑

してアJi ミニサムの切冊をu!lTlL,に｡柵 液45kg中

【こ金Eq7'ル ミニ.)Jの切冊/1･投入し析出LTこ1,Jl牧水夕環

丘をW泣LT二析次の舶｢恥馴9(こ｡

虚礼T′しここT)I.(群) 18 2O 30 4O

Lr,]牧水招(g) 1 6 9 (2

次':母液 4kgに対し内戚(:企取Tルミニサム切冊を茂

人LT=所次の頚に元一畑 lく.丁ル三占ウJ･40g比 ヒで

はItll牧水朝丘が-SAとTdつて之以上投入-1る事は無駄

で♪-i.

デJV 三二〇-(蛋) 31 ･iO 的 BC leo

回収畑 (g) 12 L414 1414
然し金栴~Jt･ミニウ人毛･投入するL液温が上井するの
で.Tル三二サムの粒子が小さ過ぎ'二り,暫 くは一度

に多Jtを攻入す,-Jとは児的に正広がなるので牡降であ

る｡妃の力& 土金茶~Jt･(ニサムを必中とするTlけて

手rulが非常 二価琳To弼t･･'C持って居る｡比のf)淡でLL.)

祝しr=水軌 土粘 くT等-.fri満て改源づhH正らに純正
999,';の水F.1が糾られる..

V 挿 fil

従来のて;)だ勾i∈叔 J-L･ぬかlして.之が多虎生爪〃式の

基礎的研究Ii待つ7､｡抑 )成懲㈱ 次の如しp
l 碓氷の雷款載遇扶'-_放て.さl池鈍過に対つる反正

液の茄且変化状況,-1･内圧LT=勉.!偶のL,ト̂ ト内(=
於ける反肱母7LRの芯戊は液相 'JLllくgであ,-Jが.反瓜
が抑放す,-i)と共r:芯iuE=f.rJ:,あ多純の戊瓜瓦斯が外瓢
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t=遠げL=行 く出札 反応抜7時には半分よしと蔽少して ナilは,ELd一宮群を世JuL且路々同｣時間内に放て田

約i8Jtgとなる｡ 兼の金瓶続,i,増加するZTFが出戎:,-J.

2 母液に対する市況のfu廃立は凪6,田772の温腔が_L= 4 領火を擁式-LT二妊Ll即 l宅内にアル{こ.)_の堺を

井する粒増大なる, 投入ナOは.T*ソ化傾向の益'=よr)かB,二だ液中の
3 従業の田兼敷地決に於てaJ応朋脚 を上り10-L紛 淡 水朗を凶状十,-J事/.'tH尖る｡

棚 経,同一レ HLH=対 し窮2['llF3の反応滴r_p琵加 (終り)

A}TethodofPrcpllrlrLgnTcrcury･Eulmlmte

witTtGl)OdBfEicICrlCy

by

TakcIChlMatakl

AtRrst,71Slnthel】Sl】.llmethod of akohol即1dthemlxtureofm)tncacld

7)rCpaTlng mercury-full】川l'lte,47kg of 57kgalldmercury600gzsaddedtothe

AlcohollS TCtlCtedwlththemlXtLZrCOf motherLlquld,Ilndthel1045kgofalcohaJ

61,'J mtriC aCld(57kg)and mercLlry lSaddcdヱLgall一aTter30ml】】utCS

(600g)】naglassretortoflootcontent, ThlSProcessperm)tStOPrepLtrethe

after10-151】川11ZteSthevl(JlelltrCaCL10n more ql】antlty Of mercLZry-fulm)naLe

tendstoccas川gandatthattlmCthe wlthlIlulllttm1e,thatlS15-foldlncase

s(･cor)dreactantco】lS)StmgOf(A)235kg of(A)andtlVOfoldIllCaseOf(8)coml

ofalcoholazldthemlXtureOfnltrlcac)d parInglVlththeusualmethod

265kgandMflCLlry3OOgor(13)47kgof (TclkokuItak6h)nK A)
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